
53 33 25 23

執行額 42 26 17

繰越し等 ― ― ― ―

24年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 53 33 25 23 3

補正予算 ―

予算額・
執行額

（単位:百万円）

20年度 21年度 22年度 23年度

― ― ―

計

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

我が国の外交政策への諸外国の理解と支持を得るために、外務省ホームページ英語版及び在外公館ホームページを通じて積極的な情報発
信を実施する。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

諸外国の有識者、プレス、一般人を対象に、省内各課からの依頼に応じて各種政策広報資料を英訳して外務省ＨＰ英語版に掲載。
我が国と各在外公館の管轄国との間の二国間関係及び我が国外交政策等を現地公用語等により在外公館ＨＰ上で発信するため、在外公館Ｈ
Ｐの大規模なコンテンツ制作委託及び在外公館ＨＰ運営のための研修、機材・ソフト購入等を実施。

実施方法 □直接実施　　　　　　　■業務委託等　　　　　　　□補助　　　　　　□貸付　　　　　　　□その他

会計区分 一般会計 施策名 Ⅲ-1　海外広報，文化交流

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

外務省設置法第４条
外務省組織令第３条及び第２６条

関係する計画、
通知等

ー

担当部局庁 広報文化交流部 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度 担当課室 総合計画課 課長　小野　日子

事業番号 238
　　　　　　　　　　　　　平成２３年行政事業レビューシート　　　　(外務省)

事業名 インターネットを利用した政策発信

計 23,061 3,366

平
成
2
3
・
2
4
年
度
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

20,252 0 一部事業について他課へ移管在外公館ホームページ編集・加工・運営費

費　目 23年度当初予算 24年度要求 主な増減理由

外務省ホームページ翻訳経費 2,809 3,366

―

(     ―     ) (     ―     )

単位当たり
コスト

22,280（円／件） 算出根拠 X＝1,827,000円（支払金額）　Y＝82件（案件数）

外務省ホームページ英語版に掲載した翻訳案件数。
但し、案件によって分量が大きく異なるため見込を立
てることは困難。
予算の範囲で実施しており、翻訳ページ数による単
価契約。

活動実績

（当初見込
み）

件
35 32 82

106%

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 20年度 21年度 22年度 23年度活動見込

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

22年度
目標値

（23年度）

（目標）外務省ＨＰ英語版のページビュー数につき、
前年度より１０％増加
（実績）外務省ＨＰ英語版の年間ページビュー数

成果実績 万件
3,353/

目標値2,803
3,170/

目標値3,688
3,680/

目標値3,487
4,048

達成度

成果指標 単位 20年度 21年度

％ 120% 86%

執行率（％） 79.4 80.5 7.3



予算監視・効率化チームの所見

○ 類似の事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担となっているか

○ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

点
検
結
果

在外公館ＨＰについては、在外公館が現地の業者に日常の更新業務を外部委託することを一律停止し、内製化するなど、既に費用削減の
努力を実施している。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

活
動
実
績

、
成
果
実
績

○ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。

○ 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

― 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途

○ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。

○ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

― 受益者との負担関係は妥当であるか。

― 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

目
的
・
予
算
の

状
況

○ 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。

○
国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業
ではないか。

○ 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

事業所管部局による点検

評 価 項　　　目 特記事項

上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

縮減（一部事業について他課へ移管）

補記　（過去に事業仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）

事業仕分け第１弾　事業番号２－５２　広報に要する経費
・ＷＧの評価結果
　予算要求の縮減（２～３割を縮減）
　（廃止　０名　自治体／民間　０名　予算計上見送り　０名
　　予算要求縮減　１３名：a.半額　４名　b.1/3程度を縮減　２名　c.その他　７名
　　予算要求通り　１名）
・とりまとめコメント
　全１４人のうち、予算要求縮減が１３人。そのうち半額が４人、1/3程度縮減が２人、その他のご意見には１割縮減や２割縮減もあった。とりまと
め役の結論として、２割から３割の予算の縮減を求めたい。
　今回の議論を通して、広報誌の買い上げについての意見が多数語られた。民間の出版社の発行する雑誌の買い上げ・配布がそもそも国費で
長い間続けられ、これからもさらに実施していくべきか議論が集中したが、広報誌の買い上げは廃止とさせてもらう。
　先ほど、副大臣から発言があったが、広報全体の戦略を見直すことが必要。予算の縦割りが大変問題だと思う。この点についても、期限を決め
て、なるべく早めに戦略を立て直す、見直すということを求めたい。

抜
本
的
改
善

一部事業について他課へ移管



資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）（単

位：百万円）

外務省

１７百万円

ウェブ上で外交政策等を海外に

発信して日本の外交政策への諸

外国の理解を促進

Ａ．（株）アーバン・コネクショ

ンズ

２百万円

【企画競争】

Ｂ．個別の現地民間会社（在外公

館への送金）１４０件

計１５百万円

【在外公館への送金】

外務省ＨＰ英語版掲載コンテンツ

の英訳
在外公館ＨＰ編集・加工・コンテンツ作成、

研修、機材等



C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0.8 計 0

購入費 パソコンソフトの購入 0.8

B.（株）サンポー F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 1.78 計 0

消費税 消費税 0.09

和文韓国語訳料 和文韓国語訳 0.01

和文フランス語訳料 和文フランス語訳 0.02

和文中国語訳料 和文中国語訳 0.03

和文ロシア語訳料 和文ロシア語訳 0.04

和文スペイン語訳料 和文スペイン語訳 0.04

和文ポルトガル語訳料 和文ポルトガル訳 0.05

金　額
(百万円）

和文英訳費 和文英訳 1.5

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A.アーバン・コネクションズ E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

(百万円） (百万円）



支出先上位１０者リスト
A.

B.

5
EKO design & interactive
（在サンパウロ総領事館）

ＨＰレイアウト変更 0.4 随意契約 ―

4

nol graphic
communications
（在デンパサール総領事
館）

ホームページ開設 0.5 随意契約 ―

3
（株）日興商会
（本省）

パソコンソフトの購入 0.7 随意契約 ―

2
ＫＣＤ社
（在韓国大使館）

メールマガジン配信 0.8 随意契約 ―

1
（株）サンポー
（本省）

パソコンソフトの購入 0.8 随意契約 ―

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）アーバン・コネクションズ 外務省ＨＰ英語版掲載コンテンツの英訳 2 9 企画競争

2

3

4

5

6

7

8

9

10

10
ONLC Training Centers
（在デンバー総領事館）

ＨＰ作成研修 0.3 随意契約 ―

9
Thiago Neiva de Freitas
Midia.com
（在ブラジル大使館）

ＨＰ整理・修正 0.3 随意契約 ―

8
綱紀信息技術有限公司
（在上海総領事館）

南京ジャパンウィークＰＲ用ページ作成 0.3 随意契約 ―

7
TECHAITI
（在ハイチ大使館）

ＨＰ新規開設 0.3 随意契約 ―

6

株式会社プロトム　ダッカ
事務所
（在バングラデシュ大使
館）

ＨＰ改修・コード修正 0.4 随意契約 ―

5
（在サンパウロ総領事館）

ＨＰレイアウト変更 0.4 随意契約 ―


